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edu c atio n
,
highe r edu c atio n
は じめ に
筆者 は , イ ギ リ ス の 技術者 の 専門職団体中最 も
早く設立 さ れ , 狭 義 の
`
civile ngin ee r
'
, す な わ ち
土木技術者 だ け で な く , あ ら ゆ る分野 の 著名 な民
間技術者(civile nginee r)を 結集 し , 諸 種 の 技術者
の 専門職団体 の 中で い わ ば 親団体 と し て の 位 置 を
占め て い た ｢ 民間 (土木) 技術者協会｣ (theln sti-
tutio n of Civ l Engin e e rs)(I.C .E.)を取 り 上げ, そ
の 資格要件 の 変遷を視野 に 入れ て , 会員(M em be r),
準 会 員(As so ciate M e mbe r), 学 生会員(Stude nt)
の 教育 ･ 訓 練歴 の 変動 の 分析 に取 り組 ん で い る 1)0
本稿 は, そ の 第 3稿 で あ る ｡
本 稿 が 対象 とす る の は , 民 間 (土木) 技術者協
会 の 会員資格要件 の 変遷 2) の 指標 で い う と , 189 7
年 の 附則改正 に よ っ て 導 入 さ れ た 試験 (学生会員
志願者 へ の 一 般 教育 の 試験 と準会員志願者 へ の 科
学 的知識 の 試験) が 定着 し た 段階 の 1905-06年度
で あ る｡
1905- 06年 度 の 時点 で の 資 格要件 は , 次 の 通 り
で あ る｡
1) 会 員
30歳以上 で , ① ｢ 民間技術者 と し て 正規 の 教育
を受 け｣3), 5 年 以上 の 被雇用経験 が あ り , 選 出
時 に 勅許状(C ha rte r)の 定 義す る ｢民間技術者 の
専門職｣4)の い ず れ か の 部門 で 責任有 る地位 に就
い て い る者 , ② ｢ 民間技術者の 専門職 で 5年 以 上
独立 し て 仕事 を行 い , か な り の 程 度, 名 声を得 て
い る｣ 者の い ず れ か ｡
2) 準会員
25歳 以 上 で , ① ｢民間技術者 と し て 正 規 の 教育
を受 け｣, 準 会 員試験 ( 科学的知識) もし く は 代
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替試験 に 合格 し, 選 出時 に ｢ 民間技術者の 専門職｣
に従事 し て い る 者, ② 理事会 の 認 め る ｢十分 な訓
練｣ を受 け , 5 年以上 の 経験 が あ り, 選 出 時 に も
従事 し て お り , 専 門的 テ ー マ に つ い て の 満 足 で き
る 論文 を提出 し た者 , ③訓 練 と経験 に お い て 前 二
者 の 要件 を 満 た し, 試 験 も 論文 も な し で 選 出 に 値
す る こ と を 証明 で き る 者 の い ず れ か ｡
3) 学生会員
1 8- 25歳 で , 現 在 (ま た は過去 に お い て) 会員･
準 会員 の 見習 い 生(Pupil)で あ る (あ っ た) 者で ,
学 生 会員試験 (一 般教 育) ま た は 代替試験 に 合格
し, ｢民 間技術者 の 専門職｣ に従事す る意 思 の あ
る者｡ (1 897年改正附則 5))
理 事会規則(Orde rs of Co u n cil)は , 次 の よ う な
さ ら に 詳細 な運用規定 を設 け て い た ｡
1) 学生会員 の 推薦
①見習 い 生 の 場合 は, 見 習 い 生修業 が 開始 さ れ
た 時点以降, ② 認定 さ れ た 専門教育機関 の 学生 の
場合 は , 2 年 次以降 , ③ 助手 の 場合 は , 3年 以上
経過後 , 推 薦 で き る｡
2) 会員 ･ 準 会員選出 に 必要 な訓練期間
(丑学生会員 に必要 な 一 般 教育 し か 受 け て い な い
者 は , 見 習 い 生 修業 ま た は 助手 と し て の 訓 練を 3
年以上必要 とす る, ② カ レ ッ ジで の 科学科目の コ ー
ス の 教 育も受 け て い る者 は, そ の 期 間 を 2 年以上
とす る｡
3) 教員 の 場合
工 学 カ レ ッ ジ の 教 員 の 場合 は, 訓 練 の 要 件 を 満
た し て い れ ば , そ の 職 を 附則 の 要件 を 満 たす職 と
み な す . な お , 講 師(Lectur er)ま た は 実地教育担
当教 員(De m o n str ato r)の 場 合 , 必 要 な 訓練期間
に加 え , 4 年以上 の 技師事務所, 工 場, 工 事現場
な ど の 実 地経験を必要 とす る ｡
4) 準会員試験の 論文代替措置
1901年 1 月 1 日時点 で 30歳 末満 の 者(18 71年 1
月 2 日 以降生 ま れ) は論文代替措置を認 め な い ｡
(1902年 1 月28 日改訂 理 事会規則)
本稿 で分析す る1905-06年度 の 会員 の 教育 ･ 訓
練歴 に つ い て は , こ れ ま で と 同様 , ロ ン ド ン の 民
間 (土木) 技術者協会の 資料室(Ar chiv e s)に 保 存
さ れ て い る新規 (昇格) 会員の 資格審査資料 を用
い た o l 年分 が A 4版 で 7 cmほ ど の 厚 さ の あ る 膨
大 な 資料 で あ る ｡
I
. デ ー タ ベ ー ス作成方法と資料の概要
まず, 民間 (土木) 技術者協会の 会報(Min ute s of
Pro ce edings ofthe ln stitutio n of Civ l Engin e er s)
に 掲載 さ れ て い る 会 員等 の 選出者 リ ス ト で 氏 名 と
選出年月 日 を 拾 い , 個 人別 デ ー タ ベ ー ス ･ カ ー ド
を 作 成 し た ｡ 次 に , 事務 局長 か ら理 事宛
.
に 出 さ れ
て い る会 員選出審査 の た め の 経 歴付き候補者 リ ス
ト の 1905-06年度合本 を使 っ て , 先 に 作 成 し た 個
人別 デ ー タ ベ ー ス ･ カ ー ド に デ ー タ を 記入 し て い っ
た ｡ 記入 し た の は, 会 員種別 , 生 年月 日 , 選 出年
齢 , 一 般 教育 ( 学校名, 入学 ･ 離 学 年齢 , 在 学期
間, 在 学時期), 学 生会員 の 一 般 教育認定資格 ,
専門教育 ( 有無 , 学 位 , 学 校 名, 入 ･ 離学 年齢,
在学期間 , 在学 時期), 準 会員試験 ( 合格, 免 除
資格 , 論 文), 実 地 訓練 ( 訓練分野, 開始 ･ 修 了
年齢 , 訓 練期間, 訓 練時期), 主 要活動分野 , 宿
外職歴, 養成 タ イ プ , そ の 他 で あ る ｡
会 員選 出(M E), 準 会 員選 出(A M)の 場合 は ,
ほ と ん ど す べ て に つ い て の 情 報 が 記載 さ れ て い た
が , 会員 昇格(M T)の 場合 は , 過 去 に 一 度 審 査 を
受 け て い る の で , 教 育 ( 特に 一 般 教 育) ･ 訓 練 に
つ い て の 情報 は十分 で は な か っ た o 学 生会員(S T)
に つ い て は , 生 年 月 日 , 選 出年 齢 , 推 薦人氏名
(専門教育機関 の 教員 で あ る こ と が わ か っ て い る
場 合 は, 推 薦人 か ら学校名 を割 り 出す こ と が で き
た), 推 薦人 と学生会員の 関係 (見習 い 生 , 助 手,
学 生), 一 般教 育認定資格 に 限定 さ れ て い た ｡
会 報 に よ る と, 1905-O6年度 の 選出者 は , 会 員
昇格(M T)77名, 会 員選出(M E)35名 , 準 会員選出
(A M)265名 , 学 生 会員選 出(S T)3 34名 , 会 友選 出
(A S)9名, 計720名 で あ っ た ｡ 会 員 選出審査 の た
め の 経 歴付 き候補者 リ ス ト で デ ー タ を 記入 し た と
こ ろ , 会 員選出 1名 の 審査資料 が欠落 して い た｡
資 料 の あ っ た719名 の 内 , 会 友 9 名, 外国 人 と ,
専 ら オ - ス ト ラ リ ア , ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド, カ ナ ダ,
イ ン ド等 の 自 治領 ･ 植民地 で教育 ･ 訓 練 を 受けた
者4 7名, 1889年 に 準会員 に 選出 さ れ な が ら 申請を
取 り下 げ, 今 回再度申請 し, 選 出 さ れ た 者 1 名 ,
実地 訓練等 に つ い て の 審査 は以前 に完了 して い て ,
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イ ギリ ス 技術者の 教育 ･ 訓練歴 の 分析 (3)
1905-06年度 に 試験 に 合格 (ま た は 代替論文) し
て 準会員 に選出 さ れ た 者 (合格の 事実 の み で 他 の
情報 な し) 57名 , 計114名 は 分析対象 か ら 外 し た ｡
分析対象 と した605名 の , 会 員 種別, 生年別 デ ー
タ は表 1 に示す通 り で あ る ｡ こ の 内, 会 員 , 準 会
員 28 5名 の 主要活動分野 を み る と , 土 木 系 が 202
名(70.9%) ( 内, 土 木89名∴ 鉄道47名, 都 市 土木
31名 , 水 道27名, 鉄 骨 構造物 6名 , ガ ス 2 名),
機械 系 が 44名(15.4%) ( 内, 機 械30名, 鉄 道 7 名 ,
船舶 3 名, 造 船 3 名, 水 道 1 名), 電 気系25名(8.8
%), 鉱 山 4 名(1.4 %), 教 員 9 名(3.2 %), 研 究 職 1
名で あ っ た｡
表 1 1 905-06年度選出会員種別 ･ 生年別人数
生年 (年齢) M T M E A M S T 計
l843(62#) 1 1
1850-54(51-56#) 5 7 1 2
1855- 9(46-51歳) 8 6 1 15
l860-64(41- 46#) I.4 4 1 19
1865-69(364 1歳) 38 5 2 45
1870-74(31- 36*) 5 3 28 36
1875-79(26- 31歳) 73 73
l880-84(2l-26#) 84 14 9 233
l885- 88(l8- 21#) 171 171
合 計 71 25 l89 320 605
Ⅱ . 分析結果
(1) 養成タ イ プ
教育 ･ 訓 練歴 か ら, 養成 タ イ プ を類型化 し て み
た ｡
一 般 教 育 は , 初 等 教 育機関(H ighe r Gr ade
Scho olを含 む) をE, 中 等 教育機関( 個人指導を
含 む) を S で表 し , 見習 い 生 修業 な ど の 実 地訓練
(助手 と し て の 訓 練 や 徒弟訓練 を 含 む)を P, 専 門
教育 を C, 一 般教 養教育 と し て の 大学教育 を U で
表 し た ｡ さ ら に , 夜間 定時制 の 専門教育を/C, サ
ン ド イ ッ チ 方 式 の も の を C= P ( 軍関係な ど, 職 場
主体 の もの は P=C) で 表 し た ｡ ま た , 職 歴 を 積 ん
表 2 養成タイプ別人数 (会鼻･ 準会鼻)
だ後 に専門教育 を受 け た 場合 , 職 歴を W で 表 し
た ｡ こ れ ら を組 み合 わ せ て 表現 し た 養成 タ イ プ の
基 本類型 (一 般 教育 は S で , サ ン ドイ ッ チ 方式 は
C=P で 代表 さ せ た) は次 の よ う に 示す こ と が で き る｡
1) 実地訓練の み (専門教育な し)
a)S P型 (一 般 教育 + 実地訓練)
b)S U P型 (一 般教 育 + 大学教育 + 実地訓練)
2) 実地訓練十 専門教育
a)s p c型 ( 一 般 教 育 + 実地訓練 + 専門教育)
b)S C P型 ( 一 般 教 育 + 専門教育 + 実地訓練)
c)S P/C型 ( 一 般 教 育 + 実地訓練 + 夜 間定 時
制 の 専門教育)
d)S C=P型 (一 般 教 育 + サ ン ド イ ッ チ 方 式 の
教育 ･ 訓 練)
3) 専門教育の み (実地訓練 な し)
a)SC型 ( 一 般教 育 + 専門教育)
S P/C型 の バ リ エ ー シ ョ ン と し て E P/C型 とS P W
/C型 , SP C型 の バ .) エ ー シ ョ ン と し て , E PC型,
E P/C C型, S P C P型 , S P C- P型 , S C P型 の バ リ エ ー
シ ョ ン と し て E C P型 , S CP/C型, S C P C型, S U CP
型 , S C- P型 の バ リ エ ー シ ョ ン と し て S P-C/C型 ,
E P- C/C型 , S P-C P型 , S P C- P C型 な ど が 見 ら れ
た ｡
表 2 に 会員(M) ･ 準 会 員(A M)285名 の 養成 タ イ
プ 別人数 を , 表 3 に 生 年別養成 タ イ プ 別人数 を示
す ｡ さ ら に, 養 成 タ イ プ を , Ⅰ . 昼 間 カ レ ッ ジ無
し 型(S P型+S U P型 +S P/C型), Ⅱ . 実 地 訓練先行
型(S P型+S P/C型 +S P C型+(S P C-P C型)), Ⅲ . 昼
間 カ レ ッ ジ有 り型(S P C型+S C P型 +S C= P型+S C型)
の 3 つ に 類 型化 し た も の を表 4 に示す.
ま ず, 7 つ の 養 成 タ イ プ 別で は , 一 番 多 い の は,
S C P型 ( 一 般 教 育 + 専門教育 + 実地訓練) で 43.2
%, 次 にS C/P型 (一 般 教育 十 実地訓練 + 夜間定時
制 の 専門教育) の 22.8% とS P型 ( 一 般 教 育 + 実地
s p型 s u p型 S P/C型 SP C型 S C P型 sc- p型 SC型 計
内
釈
S P型60 SUP璽担 SP/C型56
EP/C型5










S U C P型1
SC- P型2
SP- C /C型1
E P- C /C型1
s p〒c p型1
SP C- P C型1
SC型13
計 60 2 65 l6 123 6 13 285
21.l % 0.7 % 2 2.8 % 5.6 % 43.2 % 2.1 % 4.6 %
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表 3 生年別養成タイプ別人数 (会員･ 準 会員)
生年 (年 齢) s p型 s u p型 S P/C型 sp C型 s cp型 S C- P型 SC型 計
1843(62歳) 1 1
1850-54(5l-56# ) 5 3 2 1 1 12
1855- 9(46-51#) 4 2 8 1 15
1860一 朗(41-4 6歳) 7 I 4 6 1 19
小 計 17 1 9 16 1 3 47
36.2 % 2.1 % 19.1 % 3 4,0% 2.1% 6.4%
1 86 5-69(364 1歳) 14 ll 2 14 1 3 45
31.l% 2 4.4% 4.4% ■31.1 % 2.2 % 6.7 %
1 87 0-74(31-36歳) 6 17 1 8 2 2 36
l6.7 % 4 7.2 % 2.8 % 2 2. % 5.6 % 5.6 %
187 5-79(26-31歳) 6 1 19 6 36 2 3 73.
8.2 % 1.4 % 2 6.0 % 8.2 % 49.3 % 2.7 % 4.1 %
l88 0-8 l(25-2 6歳) 17 9 7 49 2 84
20.2 % 1 0.7 % 6.0 % 58.3 % 2.4 %
合 計 60 2 65 16 l23 6 13 285
2l.1 % 0.7 % 2 2.8 % 5.6 % 43.2 % 2.1 % 4.6 %
表 4 生年別 3類型別人数 (会員･ 準会員)
生年 (年齢) □ Ⅲ 班
1843-64(41-62歳) 27(57.4%) 26(55.3 %) 20(42,6 %)
1865- 69(36 4 1歳) 25(55.6%) 27(60.0 %) 20(44.4 %)
1870-74(31-3(歳) 23(63.9%) 24(66.70/o) l3(36.l%)
l875-79(26-3l歳) 26(35.6%) 32(43.8 %) 47(64.4%)
l880-8 l(25-26&) 26(3 1.0%) 33(39,3 %) 58(69.0 %)
合 計 127(44.6%) Ⅰ42(49.8%) 158(55.4%)
註 Ⅰ - 昼間カ レ ッ ジ無 し型(s p型+su p型+s p/c型)
Ⅱ - 実地訓練先行型(S P型+S P/C型+s pC型+(SP C- P C型))
Ⅲ - 昼間カ レ ッ ジ有 り型(spc型+sc p型+sc - p型+sc型)
訓 練) の 21.1 % が は ぼ並 び, 後 は, S P C型 (一 般教
育 + 実地訓練 十 専門教育) の5.6%, S C型 ( 一 般教
育 + 専門教育) の 4.6%, S C= P型 ( 一 般 教 育 + サ
ン ドイ ッ チ 方 式 の 教育 ･ 訓 練) の 2.1%, S U P型
(一 般 教 育 十 大学教育 十 実地訓練) の 0.7%の 順 で
あ っ た ｡
生年 別 に 見 る と , S C P型 は 若く し て 準会員 に選
出 さ れ た 者 で 特 に 多く , 1875-79年(26-31歳)が4 9.3
%, 1880-81年(25-26歳)が 58.3 % で あっ た . 逆 に ,
31-36歳 で 準会員 に 選出 さ れ た 者 を多 く含 ん で い
る18 70-74年 で はS P/C型 が47.2% で一 位 に な っ て い
る｡ ま た , S P型 は , 年 齢 の 高 い 1843-64年(41-62
読)で36.2% と一 位 と な っ て い る が , S C P型も34.0 %
と ほ ぼ 並 ん で い る｡ S P型 は , 18 75-79年(26-31歳)
の 層 が 8.2 %で 最 も少 な い が , 最 も 若 い 1880-81年
(25-26歳)で 20.2 % と逆 に 増 加 し て い る こ と が 注E]
さ れ る o こ れ は t 実 地訓練 を先行 さ せ な が ら, 個
人指導 (受験対策指導)で準会員試験 の 準備 をす
る者 が 一 定 数 現 れ て き て い る こ と 6) の 反 映 で は
な い か と思 わ れ る ｡
3類 型別 で 見 る と , 全体 で は , 昼 間 カ レ ッ ジ有
り型 が 55.4% と, 昼 間 カ レ ッ ジ 無 し型 の 44.6 %を上
回 っ て い る ｡ 実 地 訓練先行型 は49.8 %で ,･専門教
育先行型 と 2 分 し て い る｡ 生 年 別 で は, 若く し て
準 会員 に 選出 さ れ た1875-79年(26-31歳)と1880- 81
年(25-26歳)の 層 と そ れ よ り 年齢 の 高 い 層 で 3 類
型 の 割合 が ほ ぼ 入 れ 替 わ っ て い る こ と が わ か る｡
専 門教育 の 有無 で 2 分す る と , 専 門 教育 を受 け
て い な い 者 (そ れ ぞ れ 必要 に応 じ て 独学 し て い る)
(S P型 +S U P型)が21.8 %に 対 し て , 専 門 教育を受 け
て い る者(S P/C型 +S P C型 +S C P型 +S C- P型 +S C型)
は78.2%で , 完全 に 多数派 に な っ て い る ｡
学 生会員 に つ い て は , 訓 練 中 や 専門教育機関在
学中 に遠出 さ れ て い る の で , 最終 的 な 養成 タ イ プ
は 確定 で き な い が , 実 地 訓練先行型(S P?型)か 専
門教育先行型(S C ?型)か は あ る 程度判別 で き た ｡
320名中 , 実 地訓練先行型 が156名(48.8%), S U P型
( 大学教育 (一 般 教養)+ 実地訓練) が 1 名(0.3%),
専 門 教育先行型 が163名(50.9 %)で あ っ た ｡ 学 生 会
員 は情報 が限定 さ れ て い る の で , 実 地訓練先行型
の 156名 の 中 に , 事 前 に 技 術 力 レ ッ ジ等 で 短期間
専門教育 を受 け て い る者 が 含 ま れ て い る 可能性 は
残 る が , 若く し て 準 会員 に遠出 さ れ た 層 (1880-
81年(25-26歳)で 39.3 %) と 比 べ , 実 地 訓練先行型
の 割合 が上昇 し , 専 門教育先行型 と は ぼ 2分 し て
い る｡ こ れ は , 実地 訓練 を先行 さ せ な が ら, 個人
指導 (受験対策指導)で準会員試験 の 準備 をす る
者 が 若 い 層 で 一 定増 え て き て い る こ と の 反映 で は
な い か と 思 わ れ る ｡ 実 際, 学 生会員 の 中 に , 実地
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訓練 を終 え , 現在 , 準会 員試験 に向 け準備中 と し
て い る 者が 何名 か い た｡
(2) 一 般 教育歴
会員 , 準 会員285名申, 一 般 教 育歴 の デ ー タ が
あ る 者222名 の 出身学校種別 一 般 教 育機関離学年
齢人数 を表 5 に 示す｡ 出 身学校種 を (1) 初等学
校, (2) - イ ヤ ー ･ グ レ イ ド ･ ス ク ー ル , (3) パ
ブ リ ッ ク ･ ス ク ー ル( 校長会議加盟校 7)), (4) そ
の 他 の 中等学校, (5) 個人指導(Priv ate Tuition)
の 5 つ の カ テ ゴ リ ー に 分 類 し た｡
初 等 学校 出身者 は わ ず か0.5 %(1 名)で , 初等 学
校上級部分の 教育機関 と し て 組織 さ れ た - イ ヤ ー ･
グ レ イ ド ･ ス ク ー ル 出 身者 も3.2 %(7 名)に す ぎ ず,
圧 倒 的多数 が中等学校 出身者(95.5%)で あ っ た｡
そ の 中 で も, 経済 的 に 豊 か な 階層 の 出身者 と考 え
ら れ る パ ブ リ ッ ク ･ ス ク ー ル 出身者 が33.8%(75名)
( 途中で 他 の 中等学校 - 転 校 し た 1 名 を 含 む) と
高 い 割合 を占 め て い る こ と が 注目 さ れ る .
離 学年齢 は , 16歳 が31.5%で も っ と も 多く , 吹
い で1 7歳 が23.9 %, 18歳 が14.4%, 15歳 が1 3.1%で あ っ
た ｡ 学 校調査委員会(Scho ol ュnquiry Co m mis sio n,
1868)が 第 1 級中等学 校 の 離学 年齢 と し た1 8歳以
降 に離学 し て い る 者 は23.0%(51名), 第 2 級中等
学校 の 離学年齢 と し た16歳 か ら17歳 で 離学 し て い
る 者 が 55.4 %(123名), そ れ よ り も前 に 離学 して い
る 者 は18.0%(40名)で あ っ た ｡
学 校種別 で は, パ ブ リ ッ ク ･ ス ク ー ル 出身者 の 離
学年齢 が高 く , 18歳 以 上 が43.2%(32名)で あ っ た ｡
表 6 に パ ブ リ ッ ク ･ ス ク ー ル 出身 者 の 出身校 の
表 5 出身学校種別 一 般教育機関離学年齢別人数 (会員･ 準会員)
出 身 学 校 種 12歳 14歳 15歳 l 6# 17歳 18歳 l9歳 2 0歳 22歳 不 明 計




ハ イ ヤ ー . グ レイ ド 1 1 1 2 2 7
･ ス ク ー ′レ 14 3 % 1 4.3 % 14.3 % 28.6 % 28.6 %. 3.2%
パ ブリ ッ ク . ス ク ー 5 14+1 21 19 1 2 1 E] 74+I
′レ 6.8 % 18. 9% 28.4% 25.7 % l6,2 % 1.4% 2.7% 3 3.3%
他 の 中 等 学 校 1 8 2 2 54 31 12 3 □ □ 5 l38
0.7% 5. 8% l5.9 % 3 9.1 % 22.5% 8 7 % 2.2% 0.7 % 0.7 % 3.6 % 62.20/o






合 計 2 9 29 70十1 5 3 EE] 15 3 □ 7 222+I
0.9% 4.1% 13,1 % 3 l.5 % 23. 9% 14.4% 6.80/o 1,4 % 0.5 % 3.2%
註 +l は16歳で パ ブ リ ッ ク ･ ス ク ー ル か ら他 の 中等学校 へ 転校 した 着で ､ 実人 員外｡
表 6 パ ブリ ッ ク ･ ス ク ー ル 出身者出身校内訳 (会員･ 準会員)
学 校 名 人 数 学 校 名 人 数
Bed fo rd GrauT mScho o1 4 M alv e rnCollege 1
Blumdell'sSchool,Tiv e rto n ∩ M a rlbo ro ugh College 2
Bradfo rd Gra m rn wScho o1 2 M e FChant Taylo r s
lScho ol 1
B righto n College 山 M e rchiso nCa stleScho ol, E d in bu rgh 2
Bristol Gr m ScriO O1 1 RadleyCollege 1
Cha rted10 u Secho o1 2 Repto nScho ol 2
C helte nha m College 2 Ro ssallScho ol 1
C ityofLo ndo nScho o1 ∩ RugbySchoo1 3
C litto n College 2 Sedbe rgh Scho ol 1
De a nClo s eScho o1,C helte nba m 1 S bre w sbu ⅠyScbo o1 4
Do v e rCollege □ St. AlbaLn Scho ol 1
Ih lwich College 5 St.Pa ul
'
sScho ol 3
Edinbu rghA c ade my 2 ■St.Pete rーsScho o1, Y o rk ロ
E to nCollege 1 Ta u nto nScho o1 ∩
Ha rro wScho ol □ To nb ddgeSc110 01 I
HighgateScho ol 1 Univ e rsityCo11ege Scho o1, Lo ndo n El
KingE dw a rdlsScho o1,Bir mingham 2 Uppingh am Scho ol 4
KinglsCollege Scho o1,Lo ndo n 2 Wakefield GⅧ n a rScho o1 1
King
t
sScho o1,Ca nte rbu ry 1 We sbTdn ste rScho ol 2
K ing Wi11iam
1
s Co11egS,Ⅰsle ofM an ∩ ･W inche ste rCo11ege 2
LeysScho o1,C amb ri dge. 1 W oly e血a mpto nScbo o1 I,
Liv e.rpo ol College □ 令 ..計 (44校). 7 5
Magd ale nCollegeScho o1,Oxfo rd 1 一 般教育 歴 の デ ー タ が あ る者 に 占め る 割合 33.8
0/o
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内訳 を示す｡ 学 校数 で は44校 に わ た り{ 上 位 は ,
ダ リ ッ ジ校 が 5 人 , ベ ド フ ォ ー 下 G S, シ ェ ル ー
ズ ベ リ ー 校 , ア ッ ピ ン ガ ム 校 が 4 人, ラ グ ビ ー 校,
セ ン ト ･ ポ ー ル ズ校, ロ ン ド ン ･ ユ ニ ヴ ア ー シ テ ィ ･
カ レ ッ ジ校 が 3人 な ど で あ っ た ｡ 名門 9校 と い わ
れ る チ ャ ー タ ー - ウ ス 校 , イ ー ト ン 校, - ロ ウ 校,
マ ー チ ャ ン ト ･ テ イ ラ ー ズ校 , ラ グ ビ ー 校, シ ェ
ル ー ズ ベ リ ー 校 , セ ン ト ･ ポ ー ル ズ 校 , ウ ェ ス ト
ミ ン ス タ ー 校, ウ ィ ン チ ェ ス タ ー 校 の す べ て が 出
身校 に 含 ま れ て い る こ と も注目 さ れ る ｡
(3) 一 般教 育認定資格 (学生会鼻)
189 7年 の 附則改正以降, 学 生会員 に 選出 さ れ る
た め に は , 学 生 会員試験 に 合格す る か , そ れ に 代
わ る 一 般 教育認定資格 を取得す る こ と が 必要 と な っ




学生 会長の 一 般教育資格種別人数
3 20名中, 学 生会員試験 に合格 し た 者 は , 167名
(52.2 %)で , 養 成 タ イ プ と し て は , S P ?型 が 131名
(78.4 %)を占め て い た ｡ S C ?型 の 36名も , ク リ ス タ
ル ･ パ レ ス 実 用 工 学学校 が 16名 な ど , 一 般 教育認
定資格 の 得 ら れ な い 学校 の 在学者 が多 か っ た ｡
な ぜ か 中等教育修 了資格試験 の 利用者 は 2 名
(0.6%)と少 なく , そ れ に 比 べ , 高 等 教育機関入学
資格試験(Matric ulatio n Ex a min atio n)の 利 用者 が
96名(30.0 %)と 多く , 内 訳 で は ロ ン ド ン 大 学 が 38
名 , ロ イ ヤ ル ･ イ ン ド 工 学 カ レ ッ ジ が 24名 , (ロ
ン ド ン 市 ･ 同業者組合協会) 中央技術力 レ ッ ジが
23名 と 多 か っ た . 養成 タ イ プ と し て は , 当然 な が
ら , S C ?型 が9 6名中73名(76.0%)と多 い が , ロ ン ド
ン 大 学 の 入 学資格試験 に つ い て は , S C ?型 とS P ?
型 が い ず れ も19名 と 2分 し, 入 学 資格試験 と し て
だ け で な く , 学 生会員試験 の 代替資格試験 と し て
も広く利用 さ れ て い た こ と が わ か る｡
一 般 教 育 資 格 ^& (%rt&) SP?型 SUP型 SC?壁 備 考
学生会員試験 167(52 2%) 13l 36 q 廠1Pahx:SdKX)F16
中等教責修了資格試験 2(0.6%) 2
Chnib ddgeSenkx
. 血 1 2 2 U hiv. of C h mix dge,Ⅰ一 組虫
高等教 ㈲ 岸資格試験 叫30.0%) 23 73
内
釈
Mab ic.B 皿 1ー,U hiv . of 血 b1 38 l9 19 U C H,K C L j,C T C-3
M 血ic. B正江l1 0fJohtfk泊Ⅰdof U 血v. of
M 噛 Leak,arK1 LivaTX X)I 3 1 2 Ⅰ_ 血 戸1,?-1
M 血 .B 功一1,KhgTsColl.,h 血 l 6 □ 5 K hgsC b n.,1 血 F5
M 血 .B【甜1ー . ,U hivla Sib,Coll.,Ⅰ_ orxkn 1 q Uhiv a sityG 皿,Ⅰ 血 戸1
M 血 .B【皿 1,U hiv. of W 血 1 1
M 血ic. b 臥ll,0 血 Tech. Con, 2 3 1 2 2 Ch d Td Cbu. -2 2
B 血打E eB Ⅸ 1ー,Royal M 血1B格 C bn. 2 4 2 4 RoyalhxhanEng. C bn. -2 4
学位等中間試験 23(7 2%) 23
内
釈
Pr el h Bm V i Am U hiv. 8 8
Preh Eka nLU .C Bristol 5 5
Prelim B田Ⅱl. Glお 卯W Univ . 3 3
PrehLB 政一1 叫 lUniv. 6 6
Prel hBく甜ー 1 Of U 血v.of A 地 1 1 1
学 位 3q9.4 %) 1 29
内
釈
B Aor O 血 1 1
B A of C hnd hdge Eq ll
B Aof h 1in 2 2
B.Sc. ofI 血 3 3
B.Sc, of V i 血a 2 2
B.Sc. of M 血 血 3 3
B.Sc. of B 地 軸m . 1 1
B.Sc. ofGhsgpw 2 2
RSc. of EdhbLud1 1 1
■ B,Sc, of W bks 1 1
B.E_ of Liv 叩 1 1 1
B.E. of RoyalUniv . ofⅠ陀kd 2 2
′ W hitw d Exhibitic w 2(0.6 %) 2
合 計 320 156 1 l63
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学位等 の 中間試験 の 利用者 は23名(7.2%), 学 位
の 利 用者 は30名(9.4 %)で , 当然 な が らS P ?型 は い
な か っ た ｡ 機械 系 の 徒弟訓練経験者 を 対象 と し た
フ ィ ッ ト ワ ー ス 奨 学生 も 2名 お り, 養 成 タ イ プ は
当然 な が らS P ?型 で あ っ た ｡
(4) 専門教育歴
専門教育 を受 け て い る 者 は , 会員 , 準 会 員285
名中223名(78.2%), 学 生 会員320名中16 7名(52.2%)
で あ っ た｡
会 員 , 準 会 員285名 に つ い て , 生 年 別 で 専門教
育 の 有無 と在学期間 ( 複数の 場合 は合算) を表8
に 示す｡
専 門教育 を受 け て い る 者 の 割合 は , 1843-64年
,(4 1-62歳)の 合算 が 61.7%, 1865-69年(3 6-41歳)が
68.9 %, 1870- 74年(3二卜36歳)が8 3.3%, 1875- 79年(26
-31歳)が90.4% と若く な る ほ ど 増加 し て い る が ,
一 番 若 い1880-81年(25-26歳)で79.8 % と逆 に 減少 し
て い る｡ こ れ は , す で に 述 べ た よ う に, 若 い 層 の
中 に , S P型 に 個人指導 ( 受験対策指導) を組 み
合 わ せ て 準会員試験 の 準備 をす る者 が 一 定 数現 れ
て き て い る こ と の 反 映 で は な い か と思 わ れ る ｡
専 門教育 の 期間 は, 3年 コ ー ス が 多 い こ と を反
映 し て 3年 が 一 番 多く , 3 7.2%, 3年 以上 で は53.8
% で あっ た ｡ 一 番 若 い 1880-8 1年(25-26歳)で は 青
門教育 を受け て い る者 の 割合 は少 し低下 し た が ,
そ の 中 で は 3 年 が 一 番 多 く , 49.3 % と高 い 割 合 を
占 め , 3 年 以 上 で は65.7% と, し っ か り し た 専門
教育 を受 け て い る者 の 割合 が高 く な っ て い る｡
表8 生年別専門教育の有無と期間 ( 会員･ 準会鼻)
次 に , 専 門教育機関別 の 人数 ( 一 人 で 複数 の 場
合もあ り) を 表 9 ( 会員･ 準会員) と表10( 学生
会員) に示す｡
会 員 ･ 準 会 員 で は , 全 日 制 の 比 率 が 64.6 %(学
校数 ベ ー ス) と 多 い ｡ 専 門教育機関 の カ テ ゴ リ ー
で は , 大 学 ･ ユ ニ ヴ ァ ｢ シ テ ィ ･ カ レ ッ ジ の 割合
が 多く (全 日制 の 学校数 ベ ー ス で8 2.9 %), 技 術 力
レ ッ ジ の 割 合 が 少 な い (6.5 %)｡ 学 生会員 で は, は
と ん どが 全 日制 の 大学 ･ ユ ニ ヴ ア ー シ テ ィ ･ カ レ ッ
ジ で 占め られ て い る｡
専門 教育機関別 で み る と , 会員 ･ 準会 員 の 全 日
制 で はt ケ ン ブ リ ッ ジ大学(19名), (ロ ン ド ン市 ･
同 業者組合協会) 中央技術力 レ ッ ジ(18名), ロ イ
ヤ ル ･ イ ン ド 工 学 カ レ ッ ジ(14名), リ ー ズ 大 学
(13名), グ ラ ス ゴ ー 大学(11名), ロ ン ド ン ･ ユ ニ
ヴ ア ー シ テ ィ ･ カ レ ッ ジ(10名), ロ ン ド ン ･ キ ン
グ ス ･ カ レ ッ ジ(9名), ク リ ス タ ル ･ パ レ ス 実 用
工 学学校(9名)な ど が 上位 に並 ぶ ｡ 学生会員 で は ,
(ロ ン ド ン 市 ･ 同 業 者組合協会) 中央技術力 レ ッ
ジ(26名), ロ イ ヤ ル ･ イ ン ド 工 学 カ レ ッ ジ(24名),
ク リ ス タ ル ･ パ レ ス 実 用 工 学学校(16名), ケ ン ブ
リ ッ ジ 大学 と ロ ン ド ン ･ キ ン グ ス ･ カ レ ッ ジ(各
12名), ロ ン ド ン ･ ユ ニ ヴ ア ー シ テ ィ ･ カ レ ッ ジ
と リ ー ズ 大学( 各lo宅)が上位 に並ぶ o 会員 ･ 準会
員 の 夜間定時制 で は, グ ラ ス ゴ ー ･ 西 ス コ ッ ト ラ
ン ド技 術 力 レ ッ ジ(20名)が突出 し て い る｡
次 に , 専 門教育機関 ( 全日制) へ の 入学年齢 の
デ ー タ を 表11 に示す . こ れ は 専門教育機関別 の 集
計 で , 同 一 人 が 複 数 の 専門教育機関 で学 ん で い る
生年 (年齢) 総数 専門教育有 PT 1 年 2年 3年 4年 5年 6 年+ 不 明
1843(62歳) 1 0
1850-5 4(5 1-5 6歳) 12 7 3 1 1 2
l855- 9(46-5 1#) 15 ll 2 1 1 3 2 2
1860-6 4(414 6歳) 19 l1 4 2 2 1 I 1
小 計 47 29(61.7%) 9 l 4 6 5 1 3
1865-6 9(36 4 1歳) 45 31(68.9%) ll 1 2 13 2 E ) ■□
l870-7 4(3/1-3 6&) 36 30(83.3 %) 17 1 2 6 1 1 2
1875-7 9(26-3 l歳) 73 66(90.4%) 19 3 4 25 ll ■ 4
1880-8 l(25-2 6歳) 84 67(79.8 %) 9 ~2 12 33 9 1 1
合 計 285 223(78,2%) 65 8 24 EE)26 8 3 6
2 9_1 % 3二6% 10.8% 37.2% i1.7% 3.6% 1.3 % 2.7%
註 PTは､ 夜間定時制教育｡
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表 9 専門教育機関別 ･ 生年別人数 (会員･ 準会員)
専 門 教 育 機 関 名 1850-64 1865- 9 1870-74 187 5-7 9 18 8 0- 4 計
U hiv e rsitie s& Univ e rsityColleges
Carh b ridge U hiv e rsity ′2 2 8 7 19
0Ⅹゐd U hiv e rsity ∩ 1
K ingーsConege,I_ o ndo n, 2 1+1 2+1 4 9+2
U hiv e rsityConege ,Lo ndo n 1+1 1+1 - 十1 1 7 10+3
Royal College of Scim c e,I^ ndo n 1 2 El
Royal h dian Enge erirlgCollege 4 4 4 2 14
C 由l虹al Te cbnical College 3 6 9 18
Univ e rsityof B irrningham 1+1
1
1+1
M a so nScie n c eCollege,B 血n 蜘 1 . 1
Uhiv e rsityCollege,B ristol 1 ロ 1+1 3 十1
A m s吐o ngCo11ege
1
+1 +1
任 血 Co11ege of Scie n c e) 1 2
V ictoriaU hiv e rsity □ 1
Univ e r sityof Le eds
+1 1 .4十1
1 1
(Yo rkshireCollege,Le eds) 7 12+2
U hiv e r sityCollege,Liv e rTX X )1 +3 +1 2 2+4
Ow e n sCollege,Mz n cheSte r +1 +1 1 2 3十2
M t mic pal Te ch mical Scho ol, M an che ste r 1 +1 1+1
U hiv e T SityCollege, S he1五eld 1 I.
U hiv er sity College,Cardiff 1 1
U miv e rsityof A be rdee Ⅰ1 +1 +1
m liⅠ血Ⅷ 由1U hiv e rsity 1+1 +1 1+1 1 3+3
Heriot WattCollege ロ +3 +1 1+4
Gla sgo w U hiv e rsity 2十2 ∩ +2 4 4 ll+4
G la sgo w & Westof Sc otland Te ch Col1. +1 +2 +4 1+9 +3 1+19
(An de r so n
T
s College,G la sgo w) +1 +1
St_ An 血℃w sUniv el Sity
1 1
1 1
(U 血ve r sityCollege ,Du nde e) 2





(T 血止tyCollege ,D一山1 in) 2 2 7
0し1 ∝ n
ー
s Univ e rsity 1 1
O et n■s Co11.,Belfast 2 +1 1 3+1
Ou e e n
■
sColl.,G alw ay 1 1 2
Qu e e n
r
sColl.,Co rk ∩ 1 2
Royal College of Scie n c e,Irela nd □ ∩
小 計 1(i+8 20十9 1 0+13 4 3+1 6 5 2+4 14 1+50
Te chnicalColleges
F insbtuy T∝ lm ic alCo11ege 2 2
Rege ntStre etPolytechnic s 1 +1 1+1
･ So ud1- We s也 n Polyle clnic +1 1 1+1
Wo olwich PolytEXhnic +3 十1 +4
Me rcha ntVentL m ーTe ch. Col1.,B ristol 1 1
Go rdo nls College ,A be rde e n +1 □ 1+1
そ の 他 の T∝hnical Co11eges(2 7校) 1+1 +1 +8 1十8 3十7 5+2 5
小 計 1+1 +2 +1 2 3+9 7十8 l l+3 2
Private Colleg6
Crystal Pahc eScbo olof Ph cdcal Eng. □ 2 El El 9
Scbo olof Ele c廿ical Engine ering, Lendo n 1 1
小 計 1 □ 2 3 3 10
WorksS dlOOls
Royal Scho ol Na val Alt:hite cture
and Marin eEngine ering ∩ 1
Royal Na v al College 1 1
Royal Ca riage D 軸 e ntScho o1, A岱 e n a1 1 1 2
Gr e atNo rthe m R ai1w ay ∩ 1
′ト 計 1 1 E] 1 5
Scie n c eC la s se s
M e cha nic s'In stitute +1 +1
Scien c eClasse s +2 +1 十2 +4 +9
Tuto r 1 1+1 2+1
′J､ 計 1+2 +2 +2 1十5 2十1 1
海 外
Te chnical_HighSchー(独) □ □
′ト 計 1 1
合 計 21+l l 2 2+13 14+2 7 5 1+3 0 6 2+l2 170+9 3
註 1 人 で 複 数 の 場 合 もあ る｡ +n は ､ 夜 間定 時制 教育 の 人 数｡ 実 人数 は223人｡
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イ ギ リス 技術者の 教育 ･ 訓 練歴の 分析 (3)
表10 専門教育機関別人数 (学生会鼻)
専 門 教 育 機 関 名 人 数




Univ e rsityCollege ,Ij)ndon 10
Royal College of Scie n c e,I. ondo n 1
Royal Indian Enghe eringCollege 24
Ce nhl Te chnical College 26
F insbu ryTe chnical College 2
Crystal P alac eSchoolof Pra ctical Eng_ 16
Universityof B irmindham 4
U hiversityCollege,B ristol 4
U hiv e rsityof V ictoria 4
U hiv e rsityof Manchester 2
(Ow e n sCollege) 5
Univ er sityConege,LiV e叩 0 01 2
Univ e rsityof IJ e eds 10+1
(Yorkshin College,Le eds) 1
U hiversityCollege,Ca rdi ff 4
Univ ersityof A be rde m ∩
EdinburdlU hivemity 7
Glasgow Univ ersity 5
Glasgow & West of Scodand Tech. Coll, 1+1
Univ emityof Dublin 2






註 1 人 で複数の 場合 もあ る｡ +n は ､ 夜間定時
制教育の 人数｡ 実人数は165人.
場 合 は 複数回数 え て い る｡ そ の た め , 個 人 ベ ー ス
の 場合 よ り , 年齢 の 高 い 部分 が や や 多く 出て い る ｡
20歳 以上 が 17.6 %, 学 校調査委員会(1868年)が
い う 第 1級 中等学校修了者 の 一 般 的 な 大学人学年
齢 で あ る18歳 と19歳 の 合計 が36.5%, 第 2 級 中等
学校離学年齢 に対応す る16歳 と17歳 の 合計 が 33.5
%, さ ら に 年 齢 の 低 い 13歳 - 15歳 の 合 計 が 7.6 % と
な っ て い る ｡ 13歳 , 14歳 で 入学 し て い る の は は と
ん ど 技術 力 レ ッ ジで あ る ｡
(5) 学位取得者
会員 ･ 準 会員285名中 の 学位 ･ 準 学 位 8)取得者
75名 の 生年別 デ ー タ を 表12に 示 す. 1905- 06年 度
の 学位取得率 は20.7%, 学位 ･ 準学 位取得率 は26.3
%で あ っ た o 生 年 別 で は, 若 く し て 準 会員 に選 出
さ れ た1875-79年(26-31歳)が 一 番 高 く , 学位 取得
率 が30.1 %, 学 位 ･ 準 学 位取得率 が37.0% と なっ て
い る ｡ そ れ よ り 若 い 1880-81年(25-26歳)は少 し比
率 が下 が っ て い る が , こ れ は, す で に 述 べ た よ う
に , S P型 に 個 人指導 ( 受験対策指導)を 組 み 合
わ せ て 準会員試験 を突破 し た 者 が 一 定 数 現 れ て き
て い る こ と の 反 映 で は な い か と 思 わ れ る｡
専 門 教育機関別 で は , ケ ン ブ リ ッ ジ大 学 が1 7人
と 一 番 多 く , セ ン ト ラ ル ･ テ ク ニ カ ル ･ カ レ ッ ジ
が12人 , ダ ブ リ ン 大学 が 10人 , グ ラ ス ゴ ー 大 学 と
ア イ ル ラ ン ド ･ ロ イ ヤ ル 大学 が 8人 , ロ ン ド ン 大
学 が 6人 , ヴ ィ ク ト リ ア 大学 が 5人 と続く ｡ 表 7
で 見 た 学生会員 の 専門学位取得率 (在学中の 者も
い る の で あ ま り 意味 を 持 た な い が) は , 9.1 %(29
人)(B.A .of Oxfo rd はS U P型)で , 専 門 教育機関別
で は ケ ン ブ リ ッ ジ大学 が 11名 と 群 を 抜 い て い た ｡
(6) 実地訓練歴
会員 ･ 準 会員 で , 入 職 年齢 が 分 か っ て い る272
名 の 生年別入職年齢別人数を表13に 示 す｡
入職 年齢 で は , 16歳 が18.4 % で 1位, 17歳 が1 8.0
%で 2 位, 1 8歳 が12.9%で 3 位, 20歳 が11.8 % で 4位,
18歳 が8.5% で 5位 で あ っ た ｡ 15歳 は5.9 % と少 な い ｡
仮 に , 現在 の 大学 レ ベ ル で の 技 術者養成 の よ う
に , 18歳 ま で 中等教育 を受 け , そ の 後 3 年間大学
レ ベ ル の 専 門教育機関 で 専門教育 を受 け た 後 に 実
地訓練 を開始す る と , 21歳 が 入職年齢 と な るが ,
21歳 以降 に 入職 し て い る 者 の 割 合 は 22.1 %で , 残
り の 77.9 % は そ れ以前 に実地訓練 を開始 して い る｡
さ ら に , 学 校調査委員会 (1868年) が第 1級中
等学校 の 離学年齢 と し た18歳 よ り も 前 に 入職 し て
い る 者 は44.5%, 第 2 級 中等学校 の 離学校年齢 と
し た16歳 よ り も前 に 入職 し て い る者 は8.1 %で あ っ
た ｡ 生 年 別 で 見 る と , 18歳未満入職者 は , 1875-
79年(26-31歳)で は37.1% に , 1 880-81年(25- 26歳)
で は32.9 % に下 が っ て き て い る ｡
な お , 1905- 06年 度 の 場合 , 明 ら か に 熟練 工 徒
弟 やf働 き か ら, 努 力 と 才能 で 技術者 に 上昇 し た
と み ら れ る 事例 が 3 例 あ っ た の で 挙 げて お く｡
表11 専門教育権関 (全日制 お よ ぴサ ン ドイ ッ チ制) の入学年齢別人数 (会員･ 準 会員)
LJ u 14歳 15歳 16 l7歳 l8歳 19歳 20歳 + 不 明 計 l
1 5 7 3 1 26 35 27 3 0 8 170
0.6o/o 2.9ojo 4.1% 1 8.2% 1 5.3% 2 0.6 % 15.90/o 1 7..6% 4.7 %
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表12 生年別専門学位 ･ 準学位取得者数 (会員 ･ 準会員)
学 位 . 準 学 位 名 1850-54 l855-59 1860 # l865J 9 1870-74 1875-79 1880-84 計 -
学 位
B A(Cantal). 1 2 3
B.A.(Canbb.yMadlendcal 伽 s) 1 1 2
B.A.(Cantab. W e chanical Sci.Thrx) sー 1 6 4 Eq
M.A.(Canbb.) 1 1
B.Sc.q.o nd.) ∩ 3 2 6.
B.Sc.(Ⅵctoria) 1+1 ･2十1 3十2
M.Sc.Victoria) ∩ 1 2
由.Eng皿iv erTX X)I 1 1
B.Sc.田irmind m ) 1 1
B.Sc.Wales) 1 1
B.Sc. 帆 ) 1 1
M A(Ⅰ姐n,) +1 +1
B.Sc.(Glas.) 2 3 2 7
M.A.(Glas.) +1 +1
D.Sc.(Glas.) 1 1
B.Sc.(St. An drew s) 1 ∩
B.A.(臥血l.) 1 +1 十2 +1 1+4
B_A.Ⅰ.(D 血lin) 口 2 1 3 ∩ 8
M.A.Ⅰ.(伽b 血) 1 ∩
M A(D 止血) +1 +1
B.E.Royal) 1 3 1 3 8
B.A.(R野山ー +1 +1 十2
小 計 0 2+1 2 8十4 6 22+4 19+2 59+1l
生年別会員 . 準会員数 12 15 19 45 36 73 84 285
学 位 取 得 者 率 0% 13.3 % 10.5 % 17.8 % 16.7% 30.l % 22.6 % 20.7%
準学位
Ced 丘cate ofEndneering(Glas.) ∩ EI
FellowPoyal Sch dofNaval
ArchitechJr e and MarineEndn eering) 1 1
Ass ∝iatdR9yal h dianEng.Col1.) 2 2
mplondCe nbd TechnicalCouege) 3 3 6 12
小 計 2 3 5 6 16
E ■■■■田 2 2+1 2 糾4 9 27+4 25十2 75+ll
生年別会員 . 準会員数 12 15 19 45 36 73 84 285
学位 . 準学位取得者率 l6.7 % 13.3% 10.5% 17.8% 25.0% 37.0% 29.8% 26.3%
註 +nは同 一 人の 下位学位またはB.A. , M .A.学位
表1 3 生年別入職開始年齢別人数 (会員･ 準会員)
生 年 13歳 14歳 15歳 16# 17歳 18歳 19歳 20歳 2 1歳 22歳 23歳 24歳 + 計
l843-64 2 3 Eq 8 6 5 3 2 □ 3 44
4.5 % 6.8 % 2 5.0 % l 8_2o/o l3.6 % l l_4 % 6.8 % 4.5 % 2.3 % 6.80/.
l8 6 5-69 2 4 9 6 5 6 3 2 2 □ 2 42
4.8 % 9.5 % 2 1.4 %. 14.3 % ll.90/o 1 4.3 % 7.1 % 4.8 % 4.8 % 2.4 % 4.8 %
18 7 0-74 1 4 l O 8 2 3 2 4 3 4
2.9 % l l.8 % 2 9.4 % 23.5 % 5.9 % 8. 0/o 5.9 % l l.8 %
18 7 5-7 9 3 En 12 9 7 7 8 5 6 2 70
4.3 % 15.7 % 1 7.1 % l2.9 % 1 0.0 % 1 0. % l l.4 % 7.1 % 8ー6 % 2.9 %
l8 8 0-8 4 1 2 9 15 13 8 15 1 0 8 1 82
1.2 % 2.4 % l 1.0 % 1 8.3 % l5.6 % 9.8 % 1 8.3■% 12. % 9.8 % 1.2 %.
合 計 2 4 p 16 50 49 35 24 3 2 23 179 En 272
0.7 % 1.5 % 5.9 % l8.4 % 1 8.0 % 12.9 % 8. o/o l l.8 % 8.5 % 6.3o/o 3.3o/o 4.0 %
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イ ギリ ス 技術者の 教育 ･ 訓練歴 の 分析 (3)
事例 1, 1868年生 ま れ の D.C . で , 13歳 で ス コ ッ
ト ラ ン ドの ア バ デ ィ
ー ン の 機 械工 場 の 徒弟 に 入 り ,
18歳 ま で の 5年 間徒弟訓練 を受 け て い る｡ そ の 間,
16歳 - 19歳 ま で の 3年 間 , 技 術 力 レ ッ ジの 夜 間定
時制 で 学 ん で い る｡ 19歳 か ら ロ ン ド ン の ク リ ッ ジ
の 兵 器工 場 の 魚雷部門 に職 を 得, 21歳 ま で 勤 め ,
お そ らく奨学金試験 に 合格 し て , 1年間 ロ ン ド ン ･
ロ イ ヤ ル 科学 力 レ ッ ジ で 学 び (そ の 間 , 科学 技芸
局 の 夜間科学学級 で 教 え て い る), 22歳 で 職長補
(Assistant Forem an)と し て 兵 器 工 場 に 戻 り , 24
歳 で 職 長主任(Chief Fo r e m a n), 25歳 で 準 会員 に
選出 さ れ , 32歳 で 職 長頑(Prin cipal Fo r e m a n),
34歳 で 製鉄会社 の 下級 工 場支配人(Ju nio r Wo rks
M a n age r)に 転 じ , 36歳 で 4000人 を 雇 う 工 場支配
人 と な り , 38歳 で 会員 に昇進 し て い る ｡
事 例 2 , 18 70年生 ま れ の E.D .M . で , 公 立 初等
学校を離学後 , ロ ン ド ン の 兵 器 工 場 の 車両部門 で
1 5- 21歳 ま で の 7 年 間, 製 図室 を 含 む徒弟訓練を
受 け , そ の 間職場学校 で 並行 し て 教 育 を受 け る と
と もに , 徒 弟訓練 の 後半 か ら24歳 ま で , ク リ ッ ジ
の ポ リ テ ク ニ ッ ク で 夜 間定時制教育 を受 け て い る｡
徒 弟訓練修了後, 機械 の 設 計部門 に 従事 し, 3 5歳
表1 4 生年別実地訓練期間別人数 (1)(会員･ 準会員)
で準会員試験 に合格 し, 設 計担 当職長(Fo re m a n
Dr a ughts m a n)と し て 準 会員 に選出 さ れ て い る｡
事例 3 , 18 79年生 ま れ の C 且 G. で , 1 2歳 ま で -
イ ヤ ー ･ グ レ イ ド ･ ス ク ー ル で 学 ん だ 後 , 12- 20
歳 ま で 都市土木技師 の 事務所 に , お そ らく下働 き
と し て 務 め て い る｡ こ の 間, 夜 間学級 で 学 ん で い
る｡ 20歳 で 郡 市土木技師 の 下級助手 に 採用 さ れ ,
23歳 ま で の 3年 間, 助 手 と し て 訓練 を 受 け , 21 -
26歳 ま で の 5年 間 , マ ン チ ェ ス タ - 市立 技術学校
の 夜間定時制 で 学 び, 25歳 で 準会員試験 に 合格 し,
26歳 で 細 市土木技師補 と し て 準 会員 に選 出 さ れ て
い る ｡ 土 木 系 の た た き あ げ は 珍 し い ｡
次 に , 実 地 訓練 の 訓練期間 の 分 か っ て い る272
名 ( 会員･ 準 会員) の 生年別実地訓練期間別人数
を衷14, 表15 に, ま た , 養成 タ イ プ 別実地訓練期
間別人数 を表16, 表1 7に 示 す｡
全 体 で は , 3 年 が 第 1 位 で 29.8%, 5 年 が 第 2
位 で 18.8 %, 2 年 が 第 3 位 で 18.0%, 4 年 が 第 4 位
で 15.1 % と続 く ｡ 5 年 以上 で は32.4 %, 3 年 以上 で
は77.2 %, 2 年 以 下 が2 2.8% と なっ て い る ｡
生年 別 に 見 る と , 184 3-74年(31-62歳)ま で で は ,
5 年 が 1 位 と な っ て い る が , 若く して 準会員 に 選
生 年 1 年 2年 3 年 4年 5年 6 年 7 年 8 年 9年+ 計
1843-6 4 4 3 1 0 6 10 5 5 1 44
9.1 % 6.8 % 2 2.7 % 1 3.6 % 2 2.7% l l.4% 1 1ー4% 2.3%
l865-69 1 3 8 8 13 2 3 3 1 42
2.4% 7.1%■ 19.0% 19_0 % 3 1.0 % 4.8% 7.1% 7.1% 2.4%.
1870-7 4 2 5 6 3 9 1 4 3 1 34
5.9% 14.7% 17.6% 8.8% 2 6.5% 2.9 % ll.8 % 8.8 % 2.9 %
1875-7 9 17 25 12 10 4 1 1 70
2 4.3 % 3 5.7% 1 7.1% 1 4.3% 5.7% 1.4% 1.4 %
l 8 8 0-8 4 ､6 2 1 32 12 9 2 82
7_3 % 25,6 % 3 9.0 % 1 4.6 % l l.0 % 2.4%
合 計 13 49 8 1 41 5 1 14 13 7 3 272
4.8% 18.0% 29.8 % 15.1% 18,8% 5.1% 4.8% 2.6% 1.1 %
表1 5 生年別実地訓練期間別人数 (2)
生 年 5年以上 3年以上 2年以下
184 3-64 21(47.7 %) 3 7(84.1 %ー 7(15.9 %ー
18 65-69 22(52..4%) 38(90,5%) 4(9.5%)
18 70-74 18(52.9 %) 2 7(79.4 %) 7(2 0.6 %ー
l8 75-79 16(22.9 %) 5 3(7 5.7 %) l7(24 3 %)
18 80-81 ll(13.4 %) 55(6 7.l %) 27(32.9 %)
合 計 ･88(32.4 %) 210(77.2 %) 62(22.8 %)
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表16 養成 タ イ プ別実地訓練期間別人数 (1) (会員･ 準会員)
生 年 1年 2年 3年 4 年 5年 6年 7 年 8年 9年+ 計
S P型 21 8 19 3 6 1 1 60
35.0% 1 3. % 3 l.7% 5.0 % 10. % 1.7% 1.7%







16 9 2 0 9 4 6 1 65
24.6% 13.8% 3 0.8 % 13.8 % 6.2 % 9.2% 1.5%











SC P型 13 45 37 18 7 2 1 123
10.6% 36.6% 30.1% l4,6% 5.7% 1.6% 0.8 %









合 計 13 49 8 1 4 1 51 14 13 7 3 272
4.8 % 1 8.0 % 2 9.8% 15.1% 1 8.8% 5.l% 4.8 % 2.6% 1.1 %
表17 養成 タ イ プ別実地訓練期間別人数 (2)
lタイ プ 5 年以上 3年以上 2年以下
SP型 31(5 1.7%) 60(10 %) 0(0 %)
su p型 0(0%) 1(5 0.0%) 1(50.0 %)
s p/c型 40(61.5 %) 65(100 %) 0(0 %)
s pc型 4(25.0%) 13(81.3 %) 3(18.8 %)
SC P型 lO(8.1%) 65(52.8 %) 58(47.2%)
SC- P型 3(50.0%) 6(100 %) 0(0%)
令.計 g8(32.4%) 210(77.2 %) 62(22.8 %)
出 さ れ た1875- 81年(25- 31歳)で は, 3 年 が 1 位 ,
2 年 が 2 位 と 実地訓練期間 が短縮 さ れ た 者 の 割合
が 多く な っ て い る｡ 5 年 以上 で は , や は り, 1843
-74年(31-62歳)ま で は50%前後 で あ る の に 対 し て ,
1875-79年(26-31歳)が22.9%, 1880-81年(2 5-26歳)
が 13.4 % と, 若 く し て 準 会員 に 選 出 さ れ た 層 で は
畢頁著 に少 なく な っ て い る｡ 3 年 以上 で は , こ れ ほ
ど 顕著 で は な い が , や は り年齢 の 若 い 層 , 特 に
18 80-81年(25-26歳)で そ れ 以 前 よ り少 な く な っ て
お り , 逆 に 2 年以下 が 増加 し, 1880-81年(25-26
読)で は32.9 % を占 め て い る｡
な お , ｢は じ め に｣ で 紹介 し た 理 事会規則 で は ,
カ レ ッ ジ教 育 を 受 け た 者 で も 2年以上 の 訓練期間
を必要 とす る はず で あ るが , 1年 の 者 が13名 い る ｡
次 に , S P型 ( 一 般 教 育 + 実地訓練), S U P型
(一 般 教 育 + 大学教育 + 実地訓練), S P/C型 (一
般教 育 + 実地訓練 + 夜間定時制 の 専門教育), S P C
型 ( 一 般 教 育 + 実地訓 練 + 専門教 育), S C P型
(一 般 教 育 + 専門教育 + 実地訓練), S C- P型 ( 一
般教 育 + サ ン ド イ ッ チ 方 式 の 教育 ･ 訓 練 の 6 つ の
養成 タ イ プ 別 の 実地訓練期間 を 見 て み る ｡ S P型 ,
S P/C型, S C- P型 で は す べ て 3年 以 上 で , 5 年以
上 の 者も, そ れ ぞ れ51.7%, 61.5 %, 50.0% と多く な っ
て い る が , S C P型 で は 5年以上 は8.1% し か なく ,
3 年 以上 で も52.8%, 逆 に 2 年 以下 が47.2% と他 の
養成 タ イ プ に 比 べ , 顕 著 に 多 く な っ て い る (わ ず
か 2 例 だ け の S UP型 は 2年_と 3年 が 各 1 名 と 2 分
し て い る)｡ 理 事 会規則 が , 通 常 3 年以上必要 と
す る訓練期間 を , カ レ ッ ジ で の 専 門教育を受 け た
者 に つ い て は 2年以上 と短縮 し て い る の と 符号 し
て い る｡
最 後 に , 衰1 8に . こ れ ら2 72名 ( 会員･ 準会員)
の 養成 タ イ プ 別実地訓練種別人数 を示す｡ も と も
と は 見習 い 生修業 の み を 正規 の 実地訓練 と み な し
て い た が , 1902年改訂 の 理 事会規則 で は, 助 手 と
し て の 訓 練も同等 の 実地訓練 と み な し て お り , 莱
地 訓練 に は (a) 見習 い 生修業, (b) 見習 い 生修
業 十 助手 と し て の 訓練 , (c) 助手と し て の 訓 練 の
3 つ の タ イ プ が み ら れ た占 全 体 で は , (a) が69.9
%, (b) が13.2%, (c) が16.9%で あ っ た ｡ 養成 タ イ
表18 葺成 タ イ プ別実地訓練種別人数
タ イ プ P P+A A
SP型 44(73.3%) 12(20. %) 4(6.7 %)
SU P型 1(50.0 %) I(50.0%)
s p/c型 45(69.2%) 12(18.5%) 8(12.3 %)
S PC型 15(93.8%) I(6 3%)
SCP型 83(67.5 %) 9(7.3%) 31(25.2 %)
SC- P型 3(50.0 %) 2(33.3 %) 1(16.7%)
合 計 190(69.9 %) 36(13.2 %) 46(16.9 %)
註 p- pupil(見習 い 生) ､ A -Assistant (助手) 0
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プ別 で は, S C P型 に (c) が 比較的多 い ｡
おわ りに
本稿 で は , 1905･-06年度選 出 の 民間 ( 土木) 技
術者協会会員 (会員, 準会員, 学生会員) の 教育 ･
訓 練 歴 の 分析 に と ど ま っ た が , 次 稿 で の 1913-14
年度選出会員の デ ー タ の 分 析結果 を踏 ま え た 上 で ,
1885-86年度 - 1913-14年度 ま で の 比較分析 , 並 び
に, 別途 進め て き た機械技術者協会準会員の 教育 ･
訓練 歴 9)と の 比較分析を行 い た い ｡
註
1) 拙稿 ｢イ ギ リ ス 技 術者 の 教育 ･ 訓練 歴 の 分析
(1)-theln stitutio n of Civ l Engin e e rs 1895-96
年度選出会員 の 場合-｣ 『富山大学教育学部紀
要』 第54号 , 2000年 , ｢イ ギ リ ス 技術者 の 教育 ･
訓練 歴 の 分析(2)-theln stitutio n of Civ l Engi-
n e e r s1885-86年度選出会員 の 場合 - ｣ 『富山大
学教育学部紀要』 第55号, 2001年 , 参 照｡
2) 拙稿｢イ ギ リ ス に お け る技術者養成 の 歴史的
展開 -1910年 ま で の the In stitutio n of Civ l
Engineers の 会 員資格要件 を 中心 に-｣ 『教育学
研究』 第52巻第 1号 , 1985年, 参 照｡
3) ｢民間技術者 と し て 正 規 の 教育｣ と は , 本 来
は 見習 い 生修業(Pupilage)を 意味 して い た が ,
当 時 は 助手(As sista nt)と し て の 訓 練 も含 ま れ
る よ う に な っ て い た｡
4) 1828年 の 勅許状 に よ れ ば ｢ 民間技術者(Civil
Engin e er)の 専門職｣ は , ｢ 人間 の 便宜 の た め に
自然界 の 偉大 な力 の 源泉 を支配す る技芸｣ と定
義 さ れ , そ れ を 構成 す る部門 と し て , ｢ 生産手
段 , 対 内及 び対外交易 の た め の 運 輸手段 , 国 内
の 交 通 や交易 の た め の 道路 , 橋 梁, 運河 , 河川
航路 , ド ッ ク の 建 設, 港湾 , 突堤 , 防波 堤 , 灯
台 の 建 設, 交易 の た め の 人 工 的力 に よ る 航行術,
機 械 の 建 造 と改造 , 都 市 や 町 の 排水｣ が挙げ ら
れ て お り, 決 して 土木 だ け を 意味す る言葉 で は
な か っ た ｡ (C ha rter oftheln stitutio n of Civ l
Engin ee r s,In c o rpo r ated 3 Ju n e,1828.)
5) By-La w s a nd Regulatio n s, As Am e nded 30
Ma rch, 1897.
6) 1903-04年当時 の 会長 Sir W .Ⅲ. W biteは , 1911
年 の ｢ 技術者教育訓練問題会議｣に お い て , 読
験 導入後 の 頃 の こ と を 回想 し て , ｢イ ギ リ ス の
エ ン ジ ニ ア リ ン グ は, 長 い 間 そ れ が 本来 あ る べ
き 程 に は 科学的方法 に よ っ て 基 礎付 け ら れ て い
な か っ た ｡ そ し て 科 学的訓練 が 始 ま っ た 時 , 今
度 は そ の よ う な知識 を 過当 に 賞揚 す る危険 が 存
在 し た｣ と し , 特 に 試験 向 け に 知識を教 え 込 む
受験指導(Co a ching)が 実地訓練 に 取 っ て 代 わ り
か ね な い 危険す ら存在 し た と述 べ て い る｡
(Min utes ofPro ce edings ofthe In stitutio n of
Ciuil Engin ee rs, Vol.186, 1911,pA O9.)
7) 1912年 の 加盟校 リ ス ト (115校) (Repo rt ofthe
40th Meeting of the Headm a ster s
'
Co nfe r en c e
1912, 1913.)に よ る .
8) 大学 が授与す る学位(Degre e)と は 別 に , 大学
や ユ ニ ヴ ア ー シ テ ィ ･ カ レ ッ ジ等 が , 学 位 と ほ
ぼ 同等 の 専門教育課程 の 修得 を認定す る た め に
授与 し た As s o ciate, Certificate, D iplo m a等 の 称
号 を 総称す るも の と し て ｢準学位｣ の 名称を使
用す る こ と に す る｡
9) 拙稿 ｢イ ギ リ ス 機 械技術者 の 教育 ･ 訓 練歴 の
分析 (1) -theIn stitutio n of Me cha nical Engト
n e e rs1905年度選出準会員 の 場合-｣『富Ll｣大学
教育学部研究論集』 第 3号 , 2000年, ｢イ ギ リ
ス 機械技術者 の 教育 ･ 訓 練歴 の 分析 (2) - the
ln stitutio 工1 0f Mecha nical Engin ee r s1 935年度選
出準会員 の 場合-｣ 『富 山大学教育学部研究論
集』 第 4号, 2001年 , 参 照｡
- 135-
